
寄合いメモ 
と き ： 2005 年 8 月 4 日 18:30～21:00 
ところ ： 光が丘図書館 
参加者 ： 11 人 
１．チラシ配布報告 
みんなで、力を合わせればこれだけのことができるんですね。 
・と き ： 2005 年 7/9(土)、10(日)、16(土)、17(日)、23(土)、24(日)、30(土)、31(日) 
・ところ ： 区立図書館全 11 館の前 
・配布数 ： 約 4,300 部 
・延参加者：92 名 
＊この中には、光が丘高層住宅に戸別配布をしていただいたものも入っております。 
＊他に図書館前配布以外に、署名をお願いした方々に、郵送などで報告いただいたものが約 200部あります。 
＊詳細報告は、別途作成します。 

 
２．労使交渉情報（7/27 第 4 回） 
①危機管理（17:00 以降は、委託職員だけになることによる、問題発生時の退去命令などの対応。） 
②委託化・民営化実施基準の ②区民ニーズに対する柔軟な対応 について 
 ・当局案と組合案との比較論議がなされた。 

：委託化により、量的拡大としての開館日の増や開館時間の延長 
：質的拡大としての、児童サービスや障害者サービスの向上 
：業務の繁閑に応じて人員配置を柔軟に対応ができる。 

③委託実施経過期間の各分科会の運営について 
④総じて、分会案の方が優れているのではないかと主張 
⑤8/11 団体交渉以降の内容 
・経費の節減、雇用創出等による地域の活性化の項目に入っていく。 
・協力員の退職不補充も取り上げる。 

⑥次々回団体交渉：8/30 
⑦7/29 分会執行委員会での検討 
・人員の算定根拠を詰めて行くために、造詣の深い組合員による検討会を持つ。 
：8/19 児童サービス、 
：8/25 障害者サービス 

⑧今後の交渉について、出席者からの要望 
・経費節減についての総論（委託と協力員拡充との比較）を展開して欲しい。 
：要員配置の妥当性の論議から入っていくと、実務論となり、経費節減の本質問題が、ぼやける。 

 
３．区議会文教委員会新委員への働きかけ 
①次回委員会：2005 年 8 月 23 日 10:00 
②会派別委員構成： 
自民党 3(3) 公明党 2(3) 共産党 2(2) 民主無所属 1(1) 社民・市民 1(0) 緑自治 1(0)生活ネット 0(1) 
合計 10（10） 委員長＝共産党（公明党） 副委員長＝自民党（共産党） 

③働きかけの方向 
・委員別に働きかけ方を配慮、工夫する。（個人的に面識ある会員もおられるため） 
・図書館視察は、裏目に出る危険を充分留意して企画する。 
：忙しい → だから委託で新規事業 との説明 
：暇そう → だから委託 との説明 
：本当の実態を知ってもらいたいとの希望は職員にもある。 
・非常勤職員体制を選択した区の実情を取材し、区議に提供する必要がある。 
・委託実施の区の問題も、定着率データとしてでも集めたい。 
④取りまとめる文書とまとめ方 
a.補足説明書 No.2 
・分野別専門家に原稿を見てもらう。 
・会員の方にも広く呼びかけてご意見、ご感想をいただく。 

b.議員毎のお願い 



c.図書館視察試案（前回寄り合いで企画メンバー選定済み） 
d.委託でなく協力員体制をとっている区の情報 
e.委託実施区の受託職員の定着率情報 
⑤日程 
・8 月 16 日までにまとめる。 ・必要により、会合を持つ。 

          （作成 05 年 8 月 10 日 修正 9 月 2 日 伊藤 勝） 


